
 

 

 

 

 

 

◆前期終了にあたって◆            校長 山口 鉄也 

 早いもので、４月に今年度がスタートしてから、１年の学校生活の半分が終了しました。今年度

が充実した１年になるよう願い、入学式や始業式でお話をしましたが、充実した日々を送ることは

できましたか？ポイントとして、話してきたことは３つありました。簡単に確認すると、１つ目は

上級生が下級生に対し「行動」や「やさしい言葉かけ」を示せる校風を大事にすること。２つ目は、

「人との関わり」・「信頼関係」を大事にすること。３つ目は、学習や部活動などの諸活動において、

基礎・基本を大事にし、それを継続させること。それらは、「40周年の節目を迎えているから頑張

るのではない」ことでした。 

 学校全体には、感染症の拡大防止に努めながら、各行事を中止することなく、一生懸命に、ある

いは充実した形で実施することができました。また、部活動の面においても、複数の部が立派な成

績を修めることができました。 

 ただし、各自に目を向けたとき、いかがでしょうか。本日、通知表が渡され

て、前期の自分の頑張りがどう評価されているのか、知ることになります。先

生方からの指導や助言も含め、４月からの自分の活動を振り返り、良かった点

と課題となる点について考えてみてください。 

 最後に、夏休みと比較すれば短い「秋休み」ですが、休み明けの後期のスタ

ートには、新たな目標をもって、元気に登校してきてほしいと思います。 

◆前期終了にあたって、各学年代表生徒の話◆ 

 前期の終了にあたり、各学年の代表生徒より言葉を寄せてもらいましたので、ご紹介します。 
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 まず自分自身を振り返ってみました。この前期は、自分ではとても成長できた時期だと思います。

３年生になったばかりのころは少し落ち着きが欠けていたり、やりたいことを止められなかったりし

ましたが、自分なりの目標を立てたことで、少しは変化したと思います。勉強により、少しはその気

持ちを抑え、自制心を育てることができました。また、「自分がこう言っているとき、相手はこんな

気持ちなんだな」ということが分かり、そこからの経験を生かして、人の気持ちをよく考えるように

なりました。 

 学習面での変化は、勉強の量が増えたことです。自分に合った学習方法で取り組んだ結果、学力が

以前と比べ伸びた気がします。これからもこのような変化を生かして、生活できるように頑張りたい

です。 

 後期は、高校に向けて、前期よりも勉強がさらに大変になると思います。そこで私が気を付けたい

ことは「時間の使い方」です。後期に入ってから卒業当日までの時間はあっという間だと私は考えて

います。なので、後期は、限られた時間をどううまく使うかが私の課題です。 

 ３年生全体を見ると、前期は今後うまく生活するための積み重ねの時期だったと思います。なぜな

ら、修学旅行での経験が私たちを変えたからです。以前はまだ落ち着きがありませんでしたが、修学

旅行を終え、成果として私たちは大きく変化することができました。この経験を活かし、後期ではさ

らに成長し、卒業した時に過去の自分と比べてどこまで成長できたかを実感したいです。 

                        ３年生代表 女子生徒（３年４組） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前期が終わり、秋休み明けからは後期が始まります。そして、後期からは私たち２

年生が学校生活の主体となります。私が、特に主体となることを実感するのは、部活

動です。私は演劇部部長、そして部長会会長として部活動を引っ張って行かなければ

なりません。そのために大切にしたいことがあります。1 つ目は、先輩から多くのこ

とを引き継ぐと言うことです。今まで先輩方は私たち後輩に多くのことを教えてくだ

さりました。その教えてくださった多くのことを、私たちが 1つも無駄にせず、繋い

でいきたいです。そのために、今日やることを具体化し、部員全員が把握しやすくな

るようにしたいと思います。また、先輩方から教えてもらったことを、私たち２年生

の代でより良いものに発展させたいと思います。そして、悔いなく来年の大会で終わ

り、次の代へと引き継ぎたいです。２つ目は、他の部員との意見の共有です。まず皆

さんに質問です。あなたの部の良いところは何ですか。「挨拶ができる所」、「先輩、後

輩同士の仲が良いところ」など部によって様々だと思います。それぞれの部の良いと

ころを部長会で、各部長に持ち寄っていただき、他の部に生かしていきたいです。私

は部長会会長として、この意見共有の場を広げ、さらなる貝塚中、部活動の発展に尽

くしていきたいと思います。３つ目は、部員との関わりです。私には入部当時から尊

敬している先輩がいます。その先輩は、今まで私に多くのアドバイスをして頂きまし

た。私もそんな先輩になるため、まずは部員と積極的にコミュニケーションをとって

いきたいと思います。そして、後輩に頼ってもらえるようになりたいと思います。１，

２年生の皆さん、先輩方の部活動への思いを引き継げていますか。後期から本格的に

始まる私たちの部活動。貝塚中部活動がさらなる発展を遂げられるよう、一人一人が

目標を持ち、頑張っていきましょう。 

         ２学年代表 女子生徒（２年１組） 

こんにちは。僕たちが貝塚中に入学して約６ヶ月が過ぎました。入学当初は環境の

変化により不安や戸惑いがありました。ですが、先輩方や先生方の導きや叱咤激励に

より今日で前期を終えることができます。後期もよろしくお願いします。さて、前期

を振り返ってみると、１年生の皆さんは廊下に留まったりメリハリがつかなかったり

という課題がありましたが、今は改善されつつあります。僕が感じる１年生の良さは

全員で成長できるところだと思います。後期は合唱コンクールや校外学習が待ってい

ます。こういった行事を成功させるためにも、気の緩みや日々の生活についてもう一

度振り返る必要があると感じています。後期も僕たちの良さを発揮して、学年一丸と

なって成長していきましょう。そして後期の終わりには、この学年で良かったと皆が

思えるよう日々の生活を大切にしていきましょう。 

１学年代表 男子生徒（１年１組）   


